
6

会
数
は
12
。
田
老
地
区
等
か
ら
の
被

災
自
力
再
建
者
が
多
く
転
住
し
、
そ

の
多
く
が
60
〜
70
歳
代
夫
婦
）
で
開

催
し
た
「
交
流
会
」
と
「
崎
山
ま
つ

り
２
０
１
４
夏
」
に
つ
い
て
発
表
。

　

｢

崎
山
地
区
は
新
た
な
転
入
者
と

既
存
住
民
と
の
交
流
が
な
か
っ
た

が
、
交
流
会
や
祭
り
で
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
が
進
み
、
地
域
力
が

ア
ッ
プ
し
た
。
企
業
・
関
係
機
関
・

学
校
か
ら
も
参
加
・
協
力
・
出
店
の

声
が
多
く
、
ま
た
、
準
備
・
運
営
を

通
し
て
関
係
者
同
士
の
信
頼
関
係
が

強
ま
り
、
地
区
の
恒
例
行
事
に
つ
な

が
っ
た｣

と
発
表
。
近
内
地
区
の「
災

害
公
営
住
宅
入
居
者
（
※
27
世
帯
）

交
流
会
」「
仮
設
住
宅
・
災
害
公
営

住
宅
の
自
治
会
情
報
交
換
会
」
に
つ

災
害
公
営
住
宅
や
自
力
再
建
先

で
の
交
流
会
等
と
自
治
会
支
援 

　

宮
古
市
社
協
・
宮
古
市
生
活
復
興
支

援
セ
ン
タ
ー
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
黒
柳
茂
雄
氏
は
、
復
興
期
に
お
け

る
地
域
支
援
の
状
況
に
つ
い
て｢

宮

古
市
生
活
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
は
４
組

織
（
地
域
支
援
係
、
生
活
支
援
相
談

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
体
制
で
活
動
。

う
ち
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
被
災

地
区
・
住
宅
再
建
地
区
の
交
流
支
援
、

支
援
団
体
総
合
調
整
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
団
体
・
行
政
機
関
等
）、
仮
設

住
宅
自
治
会
支
援
が
業
務｣

と
話
し
、

取
組
み
事
例
と
し
て
崎
山
地
区
（
※

１
４
１
７
世
帯
・
３
４
７
８
人
、
自
治

い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
社
協
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支

援
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
に
①
情
報

把
握
・
ニ
ー
ズ
キ
ャ
ッ
チ
に
留
ま
ら

ず
、
課
題
解
決
の
た
め
に
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
、
地
域
の
共
助
に
働
き

か
け
る
こ
と
②
住
民
生
活
の
変
化
の

時
期
（
復
興
期
）
に
支
え
合
え
る
仕

組
み
を
整
え
る
こ
と
③
地
域
支
援
の

取
組
み
の
中
に
個
別
課
題
を
捉
え
、

人
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
・
つ
く
れ

な
い
人
へ
の
支
援
の
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
を
あ
げ
ま
し
た
。

災
害
公
営
住
宅
Ｌ
Ｓ
Ａ
活
動
と

住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
取
組
み

　

釜
石
市
社
協
地
域
福
祉
課
課
長
の

菊
池
亮
氏
と
復
興
住
宅
サ
ポ
ー
タ
ー

の
小
笠
原
敏
恵
氏
は
、
復
興
公
営
住

宅
入
居
者
に
必
要
な
支
援
と
復
興
住

宅
サ
ポ
ー
タ
ー
の
取
組
み
事
例
に
つ

い
て｢

４
月
末
現
在
、
仮
設
住
宅
入

居
戸
数
は
２
３
７
０
戸
、
復
興
公
営

住
宅
整
備
済
戸
数
は
２
３
７
戸
（
６

か
所
）、
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
は
８

か
所
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
介
護

事
業
所
）
は
３
か
所
（
う
ち
１
か

所
は
24
時
間
体
制
）。
今
年
度
は
さ

ら
に
１
４
０
数
戸
の
復
興
公
営
住
宅

の
整
備
が
予
定
さ
れ
る｣

と
市
の
概

況
を
説
明
。
釜
石
市
社
協
で
は
復
興

公
営
住
宅
入
居
後
の
支
援
方
針
と
し

て
、「
本
人
の
お
も
い
（
※
役
割
を

持
ち
た
い
、
人
と
の
関
わ
り
を
保
ち

た
い
、
自
分
ら
し
く
あ
り
た
い
、
認

め
合
い
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
い
）
を

く
み
と
り
、
入
居
者
が
地
域
に
定
着

す
る
よ
う
適
度
な
関
わ
り
を
保
っ
た

支
援
を
大
切
に
す
る
こ
と｣

と
発
表
。

　
「
今
年
２
月
に
生
活
支
援
相
談
員

を
配
置
換
え
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
復

興
公
営
住
宅
サ
ポ
ー
タ
ー（
Ｌ
Ｓ
Ａ
）

３
名
は
、
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
協
議
し

な
が
ら
訪
問
回
数
を
決
め
て
お
り
、

ま
た
、
既
存
の
地
域
住
民
と
交
流
す

る
サ
ロ
ン
も
行
っ
て
い
る
。
サ
ポ
ー

タ
ー
は
社
協
の
機
能
と
地
域
の
資
源

を
活
用
し
、
孤
立
や
不
安
を
な
く

し
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
つ
く

り
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
通
じ
て
、
課
題
の
発
見
か
ら
解

決
ま
で
の
総
合
相
談
窓
口
的
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の

取
組
み
に
つ
い
て
は
、
支
え
合
い

平
成
26
年
度 

生
活
支
援
相
談
員
等
活
動
研
究
会

住
民
支
援
の
方
策
を
考
え
る

事
例
発
表

生
活
・
再
建
支
援
事
例
に
学
び
新
た
な
支
援
方
策
を
考
え
る

　

本
研
究
会
の
目
標
は
①
地
域
全
体

の
支
援
と
個
別
支
援
へ
の
ま
な
ざ
し

の
強
化
②
各
個
人
・
家
族
の
生
活
再

建
や
地
域
づ
く
り
、
地
域
に
お
け
る

生
活
支
援
の
促
進
で
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た｢

事
例｣

を
通

し
て
▽
復
興
期
に
お
け
る
新
た
な
個

別
・
地
域
支
援
方
策
▽
復
興
格
差
が

起
こ
る
中
で
の
住
民
支
援
の
方
策
を

探
り
ま
し
た
。

　

生
活
支
援
相
談
員
及
び
管
理
職
等

に
は
▽
誰
に
対
し
て
、
何
処
に
対
し

て
、
何
を
目
指
し
て
、
何
を
す
る
人

な
の
か
▽
こ
れ
か
ら
（
今
期
後
半
、

来
年
度
以
降
）
何
を
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う

役
割
と
支
援
方
法
の
振
り
返
り
が
必

要
で
す
。

　

相
談
員
の
果
た
し
て
い
る
役
割

は
▽
つ
な
ぎ
、
仲
介
▽
情
報
提
供

（
本
人
と
関
係
機
関
の
両
方
へ
）
▽

ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
▽
話
し
相

手
▽
見
守
り
▽
孤
独
死
の
防
止
▽
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
、
関
係
づ
く
り

な
ど
で
す
。

復
興
期
に

大
切
に
し
た
い
視
点コーディネーター

淑徳大学
総合福祉学部准教授

山下興一郎 氏

東
日
本
大
震
災
津
波
の
発
生
か
ら
３
年
半
が

経
過
し
、
生
活
支
援
相
談
員
等
の
訪
問
範
囲
は

仮
設
住
宅
、
み
な
し
仮
設
の
み
な
ら
ず
、
災
害

公
営
住
宅
や
自
宅
再
建
し
た
世
帯
な
ど
地
域
全

体
ま
で
広
が
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
今
後
、
生

活
再
建
が
進
む
に
つ
れ
て
被
災
者
の
居
住
範
囲

が
さ
ら
に
広
が
り
、
住
民
個
々
の
生
活
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
変
化
が
生
じ
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
個
別
訪
問

と
地
域
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
研
究
会
（
９
月
８
日
・９
日
、ホ
テ
ル
大
観
）

は
支
援
の
対
象
や
方
法
が
多
様
化
す
る
中
、
生

活
支
援
相
談
員
の
み
な
ら
ず
組
織
一
丸
と
な
っ

て
社
会
福
祉
協
議
会
が
各
支
援
機
関
・
団
体
と

連
携
し
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
進
め
て
い
く

べ
き
か
に
つ
い
て
、
沿
岸
地
域
の
社
協
の
実
践

例
等
か
ら
そ
の
方
向
性
を
探
り
、
住
民
支
援
の

あ
り
方
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
社
協
職
員
の
資

質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

事
例
発
表
と
講
演
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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講 演

　

事
前
に
提
出
さ
れ
た｢
県
内
市
町
村
社

協
で
共
有
し
た
い
課
題
、
話
し
合
い
た
い

テ
ー
マ
と
そ
れ
に
関
す
る
事
例｣
を
丹
念

に
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

34
の
取
組
み
事
例
は｢

心
身
に
不
調
、

課
題
を
抱
え
る
住
民
へ
の
支
援｣

｢

暮
ら

し
方
、
生
活
面
で
支
援
が
必
要
な
住
民｣

｢

地
域
と
の
関
わ
り
へ
の
支
援
、
地
域
の

再
構
築
の
必
要
性
を
求
め
て
い
る
住
民｣

の
３
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

問
題
は
よ
り
深
刻
化
し
、
重
層
化
し
て

い
ま
す
。
中
に
は｢

ど
こ
ま
で
で
き
る
の

か｣

と
現
実
と
理
想
の
間
で
葛
藤
す
る
相

談
員
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

事
例
か
ら
見
る
共
有
し
た
い
課
題

　

｢

心
身
に
不
調
、
課
題
を
抱
え
る
住
民

へ
の
支
援｣

か
ら
は
▽
精
神
障
が
い
を
持

つ
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し

さ
、
支
援
の
方
法
▽
自
力
で
は
前
を
向
け

な
い
人
へ
の
対
応
▽
体
調
不
良
を
訴
え
る

高
齢
者
夫
婦
へ
の
対
応
▽｢

死
に
た
い｣

と
口
に
す
る
日
中
独
居
高
齢
者
へ
の
対
応

▽
認
知
症
が
進
む
中
で
の
独
居
・
仮
設
生

活
の
限
界
、
孤
立
し
て
い
る
人
へ
の
支
援

▽
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
独
居
高
齢
者
へ

の
支
援
▽
医
療
機
関
の
受
診
を
拒
否
す
る

独
居
高
齢
者
な
ど
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

心
身
に
不
調
を
抱
え
、
将
来
の
予
測
も

立
た
な
い
方
々
が
希
望
を
持
つ
こ
と
は
大

変
な
こ
と
で
、
ま
た
緊
急
時
の
リ
ス
ク
も

生
じ
て
き
ま
す
。

　

次
に｢

暮
ら
し
方
、
生
活
面
で
支
援
が

必
要
な
住
民｣
か
ら
は
▽
計
画
性
が
な

く
、
お
金
の
使
い
方
に
課
題
が
あ
る
困
窮

者
家
族
▽
同
じ
く
金
銭
に
計
画
性
が
な
い

家
族
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
▽
部
屋
の

汚
れ
が
顕
著
な
ど
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

大
事
な
の
は
本
人
の
人
生
、暮
ら
し
方
、

生
命
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
で
す
。

　

次
に｢

地
域
と
の
関
わ
り
へ
の
支
援
、

地
域
の
再
構
築
の
必
要
性
を
求
め
て
い
る

住
民｣

か
ら
は
▽
自
宅
再
建
後
も
仮
設
住

宅
居
住
時
と
同
様
の
見
守
り
支
援
を
望
む

家
族
▽
仮
設
の
住
民
と
も
疎
遠
と
な
り
、

孤
立
し
、
再
建
後
の
生
活
不
安
を
抱
え
る

方
▽
被
災
前
と
異
な
る
場
所
に
転
居
し
、

ひ
き
こ
も
り
の
恐
れ
が
あ
る
家
族
へ
の
見

守
り
▽
移
転
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
▽
仮
設
自
治
会
が
解
散
し
た
後
の
人
間

関
係
の
再
構
築
▽
復
興
住
宅
入
居
後
の
孤

立
な
ど
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

独
居
の
方
々
の
割
合
も
増
え
て
い
ま

す
。
本
人
の
生
き
る
力
を
支
え
る
資
源
を

考
え
、
探
し
、
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

目
指
し
た
い
「
相
談
員
像
」

　

課
題
解
決
の
た
め
に
心
が
け
た
い
こ
と

は
、
目
指
し
た
い
「
相
談
員
像
」
を
明
確

に
し
、ど
ん
な
相
談
員（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
）
に
な
り
た
い
の
か
、
何
故
、
そ
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
（
根
拠
に
基
づ
く
）、

そ
の
た
め
に
具
体
的
な
計
画
を
も
っ
て
い

る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。

　

今
後
の
取
組
み
を
進
め
る
う
え
で
留
意

す
べ
き
こ
と
は
①
本
人
、
家
族
、
環
境
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
②
対
人
援
助
の

方
法
の
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

③
今
後
の
援
助
方
針
の
道
を
探
る
（
資
源

リ
ス
ト
、
資
源
マ
ッ
プ
、
資
源
カ
ー
ド
を

保
持
し
て
い
る
か
）
④
プ
ロ
セ
ス
を
確
認

す
る
⑤
実
践
を
体
系
化
す
る
⑥
振
り
返

り
と
評
価
の
仕
方
を
学
ぶ
⑦
実
践
の
枠
組

み
、
よ
り
ど
こ
ろ
を
確
認
す
る
⑧
利
用
者

の
主
体
性
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
て
い
る
か

を
確
認
す
る
⑨
連
携
・
協
働
の
道
を
探
り

合
い
、確
認
し
、ス
ト
ッ
ク
す
る
こ
と
で
す
。

　

い
の
ち
を
敬
い
、
い
の
ち
を
愛
し
、
い
の

ち
に
仕
え
る
こ
と
で
福
祉
が
向
上
し
ま
す
。

被災地において復興格差が
生じる中での住民支援の方策
～長期化する応急仮設住宅での生活が

もたらす生活課題への対策～

関
係
機
関
と
連
携
し
た

き
め
細
か
な
訪
問
活
動

　

大
槌
町
社
協
生
活
支
援
相
談
員
の

中
嶋
貴
子
氏
は
、
支
援
事
例
（
※
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
疑
い
の
あ
る
独

居
男
性
Ａ
さ
ん
の
時
系
列
で
の
経
過

マ
ッ
プ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養

成
講
座
の
受
講
と
と
も
に
、
モ
デ
ル

地
区
で
の
実
践
か
ら
課
題
を
抽
出

し
、
各
地
区
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

て
、
今
後
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
発

表
し
ま
し
た
。

説
明
と
周
囲
の
動
き
、
様
子
な
ど
）

を
基
に｢

他
団
体
・
他
業
種
と
の
連

携
の
重
要
性｣

に
つ
い
て
発
表
。

　

｢

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
疑
い
が

あ
る
Ａ
さ
ん
は
就
労
形
態
・
賃
金
の

不
満
か
ら
退
職
。
月
１
回
の
定
期
訪

問
を
月
２
回
に
増
や
す
と
共
に
行
政

と
情
報
を
共
有
し
、保
健
師
の
訪
問
・

指
導
を
依
頼
。
そ
の
後
、
Ａ
さ
ん
は

筋
力
低
下
・
体
力
低
下
が
著
し
く
、

地
区
民
児
協
と
健
康
推
進
班
に
状
況

を
報
告
し
、保
健
師
の
訪
問
を
要
請
。

　

病
院
の
受
診
を
拒
否
し
、
健
康
状

態
も
悪
く
、
前
向
き
な
気
持
ち
を
持

て
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
生

活
支
援
相
談
員
・
仮
設
住
宅
地
域
支

援
員
・
保
健
師
・
民
生
委
員
・
仮
設

自
治
会
と
情
報
を
共
有
し
、
状
態
が

思
わ
し
く
な
い
場
合
は
救
急
搬
送
す

る
手
順
を
確
認
。
今
年
５
月
に
行
政

と
仮
設
住
宅
地
域
支
援
員
が
Ｇ
Ｗ
休

暇
の
た
め
、
生
活
支
援
相
談
員
に
よ

る
見
守
り
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

根
本
的
な
支
援
を
検
討
。そ
の
矢
先
、

居
室
内
で
倒
れ
て
い
る
Ａ
さ
ん
を
発

見
。
救
急
搬
送
を
要
請
し
た
が
死
亡

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
」

　

中
嶋
氏
は｢

他
団
体
、
他
業
種
と

の
連
携
が
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た

こ
と
に
忸
怩
（
じ
く
じ
）
た
る
思
い

が
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。
疎
ま
れ

よ
う
が
、
つ
な
い
だ
後
の
対
応
を
確

認
す
る
べ
き
で
し
た
。
効
率
よ
い
連

携
が
問
題
の
早
期
発
見
と
解
決
に
つ

な
が
る｣

と
発
表
し
ま
し
た
。

神奈川県立保健福祉大学  名誉教授

山崎美貴子 氏

宮古市社会福祉協議会
地域コーディネーター
黒柳茂雄 氏

釜石市社会福祉協議会
地域福祉課課長
菊池  亮 氏

釜石市社会福祉協議会
復興住宅サポーター
小笠原敏恵 氏

大槌町社会福祉協議会
生活支援相談員
中嶋貴子 氏

研究会には被災地の社協役職員や行政
福祉課職員のほか、山形県社協、山形
市社協、東京都社協、新潟県長岡市社
協、浦和大学、岩手県立大学などから
82人が参加しました


